
FIP震覧会立欝する穀、搭議長せ� (GREX)

費H欝総期

第1条 嵐葉会の目的� 

1.1 日Pは、切手展を� FIP憲業第� 5 られた通り、以下の目的を推進する

相応しい機会と捉えている。


郵趣の全側面を世界的に推灘する。


親しみやすい穿囲気の中
 う事のできる場を提供する。

鵡趣の多様t，t.分野での全て る発展状況を示す。

文献コンペや郵趣セミ じて、郵趣研究の成果に関する国際交流

する。

霞擦的なコンベティシ渓ンに対する郵懇家の興味を喚記する。

一般大衆、特iこ年少者に対して、欝避の文生的および教育的鑓謀t，t.らびiこ懇諌

としての魅力を示す。

第2条 展覧会の種類

本規則第� 1条により、� FIPは以下の機類の郵趣展覧会を促進する。� 

2.1 世界展� 

2. 1.1 第� 5.7項に定められる全ての出品部門を扱い、かっ全加盟連盟に対し開かれた総合

世界展。� 

2. 1.2 1 つまたは護数の出品部門，.:~設定されるが、全加盟連盟 iこ対し関かれた特別世界展。 

2.2 欝擦屡� 

2.2.1 全ての出品部門を扱うが、新車毒する藷加盟遠望iこよる大窪またi立場域単読の出品iこ

罷定される総合謹際展。� 

2.2.2 	 1つまたは複数の出 ならびに訴属する諾加盟連盟による た;土地域単投

の出品に限定される特別悶際展。� 

2.3 その他の展覧会

その他、� FIP理事会により承認された、国際的に有意義な展覧会またはコンペティション。

第3条 FIPによる接援、賛勝、法認� 

8.1 	 推進の為、� FIP誌加盟連盟iこ対し以下の事項を付与する事ができる。

〈第� 2.1項による)数界農〈以下� rFIP世界麗j と啓する)� fこ対する後援会



〈第� 2.2項による〉諒捺展(以下� rFIP国醸展Jと者、する) ~こ対する賢助。 

LFIP'こより承認されたそ はコンペティション(窮� 2.3 C人� 

る)に文守する承認。

3.2 	 FIP加盟連盟が、展覧会主催業務の全部または一部を独立団体または国家郵政当

に苦言任する場合でも、当該加間違聞は依然として、� GREXおよびその他諸規則の

遵守を確実にする事に関し、� FIP'こ対し全部的な責任を負う。� 

3.3 	 FIP後援は、展覧会運営組織に対し、� FIPとその加盟連盟による全面的な支援を保

証する。� FIP後援により、麗覧会議営総識は、� FIP憲章、� FIP最覧会に関する総括

規員IJ(GREX)、FIP競争出品物審薮に関する総括規制{以下、� rGREVjと訴する〉

および� FIP競争出品物審査に関する韻都議員IJ (以下、 rSREVjと称、する〉ならび

に綿々の出品部汚iこ寵する議場捜部等の諸境問をj議守する事を義務付けら怠る。� 

FIP理事会は、第� 3欝iこより、援覧会議営組織に助言を与え靖生するコンサルタ

ントを指名するものとする。� 

3.4 FIP費助i立、屡賞会運営組織に対し� FIPとその加盟連盟による支援を惇証する。� 

FIP賛助により、展覧会運営組織は、� FIP完憲章、� GREX、GREV、SREV、その他

諸規則の遵守を義務付けられるが、当該勝蹴会iこ関連するその他の全ての面にお

いて自由裁量が許される。ただし、逸脱した行為に関しては� FIP理事会の承認を

得なければならない。� FIP理事会は、第� 3節はより、展覧会運営組織に助言を与

るコンサルタントを指名するものとするの� 

3.5 	 FIP敢認は、藤趣の更なる発患を呂的として、� FIP

識艶余の展覧会運営組識に対しf寸与され得る。� 

3.6 	 FIP後援または賛助申詩書は、� FIP憲章第� 47.2

されなければならない。� 

3.7 	 FIP懇吋毒事会辻、次期総会において承認にか;すられる

な後接、賛助または承認を与える事ができる。

により要請に応乙て抱の

られた書式iこて� FIP事務

し、暫定的� 

3.8 	 損賢余i繁営組織誌、� FIPおよびその関連の大隣諸漣蹴または� FIPが承認する事の

できFるその能の毘体の接援以外に、他の都何なる郵鱒間体の後横に対しでも申請

念行わない、或いはこれを受けない事を約束する。� 

3.9 	 FIP理事合は、� FIPコンサルタントをその代表として、� FIPの後援または賛助によ

る郵撤牒覧会の灘営に闘し、当該加盟連盟および展監会運営組織との契約を締結

するの� 

3.10 	 FIP後援または賛助による展覧会の実務および組織揺での管醜の為� 

組織は、独自の特別競員IJ(以下、 rIREXjと称する)を葉工きするお同規鍔UIまGREX

と矛請してはならず、公表前に� FIPコンサルタントにより承蕗されなけれ法令ら

ないα

3.10.1 	 工食EXを後;こ修正与する場合、当該諺JE事項については、� FIPとゴ



ンサルタントの審醤による敬語、を必要とし、かっ、全関係者 (GREX第 49ぷ現を

参熊)は対し;まちぷ通告しなければならない。 

3.11 	 契約締結後に GREXが額五された場合、当該穆正事項は展賢会運営総織に対して

拘束jJを宥しないものとするが、爵組織は実用の範囲内において当該修正事現の

遊守を心がけるものとする。 

3.12 	 議覧会議営組織が、後援または稜助の付与により努生する畿務を験守しない場合、 

FIP理事会は FIP後援または賛耳与を撤回する権利を常に有する。このような場合、

加盟連盟は FIP理事会から誼ちに通告を受け、当該展境会の賞は .FIP Iとより承認

されtt.い。

第4条契約  

4.1 	 第 3条に基づく全ての麗覧会;こ関し、加盟連盟、展覧会運営組織、および FIPと

の間で契約を締結するものとするむ

第5条	 出品部門 

5.1 	 FIP麗覧会においては、以下の部門が受け入れ可能である。 

5.2 	 非競争出品部門{招待による)。麗覧会運営組織は、以下の蔀門の一部または全部

を除外する事ができる。


コートオブオナー


オフィシヤノレクラス


審査員団クラス


その抱の非競争出品部門
 

5.3 	 コ…トオブオナー:特に重要または興味諜い出品物等。 

5.4 	 オフィシャルクラス:以下の出品者からの出品物等。

郵慣当局

郵便博物館

郵便切手の印刷業者

郵便切手のデザイナ…および瓶掘家 

5.5 	 審査員毘クラス;当額麗賞会の為に指名された審査員が出品する作品等。 

5.6 	 その他の非競争出品部門;郵難家や団体から出品された、特に郵趣約に興味深い

作品等。 

5.7 	 鍍今出品部門 

FIPチャンピオンシッブクラス (FIP総合世界線のみ、後述の第 6.1項会参照。〉

トラディショナノレ{伝統郵趣〉クラス


郵領史クラス


ステーショナリークラス




続空クラス


テーマチッククラス


マ符シマフィりクラス


文献クラス


ユース(年少者)クラス


レベニュー(校入印紙)クラス


大気圏外飛行(学療)クラス


ワンプレームお出品物は、「文書長j を除く全競争出品部門において受け入れ対象と

なる。

特に郵趣的に興味深い作品ではあるが、訴定のクラスの倍新規制� (SREV)を渇い

て適窃に評価する率的できない出品物については、審査熱田幹部会の指名するパ

ネルが� GREV第� 5条の一般原尉に従い許制合行う。� 

5.8 	 郵趣および切手収集を推進する部門

第� 6条繊覧会の境模� 

6.1 	 各� FIP総合世界援においては、� 2，500nf (最小) "'4，500 nf (最大)の範顔内で、

告出裁選まにより競争出品部門用の総フレ…ム崩積を設定すべきである。例外事墳

については、れP理事会の承認を樽Yなければならない。� f1nfJは、� 16シートの攻

容能力を有する単一フレームを揺すと解釈されるものとする。� 

6.2 	 FIP特J.l1J世界展およびFIP翠際患における競争出品部門の総務積は、� 1，000""-'え500 

nfどすべきである。椀外事項についてはFIP斑事舎の承認を待なければならない。� 

6.3 	 チャンピオンシップクラスの各出品物;こ辻、得点� 85点以上の出品物と偶数のブレ� 

ームが害IJり当てられるものとする。チャンヒ。オンシップクラスの出品物は、これ

より少ない割り当てを要求する事はできない。

6.4 その鵠全ての競争出 {ユースまたは文献クラスを除く}においては、続出

品物を含め、得点が最高� 84 での全ての受け入れ出品物に対して、…律� 5nfが� 

割り当てられるc 同様に、.FIP 85点以上の評価を受けた事のある全て

の受け入れ出品物に対して、一律� 8nfが翻り当てられる。

コンチネンタノレ連盟展(第� 10.10壊を参照)にて� 85点以上の評価を受けて

いる務部品物は、� FIP麓覧会にて� 85点以上待た事により遺楼とされた出品物と

教のブレ…ムを若手iり当てられるものとする。� 

6.5 	 麗覧会において、より多くのブレ…ムの害ijり当てを受ける資格を有する出品物に

ついては、出品者の要請があれば、製勝年の全襲覧会に関しフレームの増数が認

められるものとする。一良許可されると、出品者はそれより少ないフレーム数を

要求する事はできない。� 

6.6 	 展覧会運営組織吋、科用可能なプレーム面積における鱈々の出品部門に対する害IJ 



り当てについて決定する。ユースクラスがある場合、利用可能なフレーム語犠の

最低 5%を苦手jり当でなければならない。ただし、十分な申し込みがある事を条件と

する。 

6.7 	 全ての FIP世界または掴際躍において i之、出品物の最抵 20%が初競争出品物であ 

るべきである。

6.8 	 文鞍クラスに関しては、来場者が出品物を吟味できるように ヲアを設けな 

ければならない。

6.9 	 各出品部門については、腿覧会の 1部分または Iエリア内に独立して展示される

しし、。

第 7条出品物の審査  

7.1 	 FIPチャンピオンシップクラスおよびその他の競争出品部門(第 5.7項)の出品物 

l之、各種 FIP議覧会{第 2条〉において不変の諸探知に従い審査されるべきであ

るの当該諸原員Ijは、 GREVおよび SREV~こ規定される。

第8条	 賞および表彰 

8.1 	 非競争出品部門

非競争出品部門の出品者i之、最覧会連背組織からその出品物 iこ相搭しい表彰を受

けるべきである。 

8.2 	 FIPチャンピオンシッブクラス

本部門唯…の寅i士、グランプリ‘ド・ノ…(貴重なオブジェ)である。グランプ

ヲ・ド・ノーを受賞しない FIPチャンピオンシッブクラスの出品物には、議覧会

漂営組織からオブジェ 1点が授与される。 

8.3 	 その他の競争出品部門 

a)総合世界麗にて


盟諜グランプリ(グランプヲ・インターナショナノレ〉


全国グランプリ(グランプ 9・ナシ河ナル〉


る)特別役界最にて


展覧会大賞{グランプリ・デ・ヱクスポジション)


c)国際屈にて

展覧会大賞(グランプジ・デ・こにクスポジション)

上記の各大賞は貴重なかブジエじである。

金盟グランプリの捜与対象となる競争出品部門の詳締については、 IREX己記

載する9 その他全ての競争出品部門にお吋る出品物段、顕際グランブジの受賞

資格を有ーする。

如何なる出品物も ランプリ合--@]のみ受賞する事ができる。



8.4 	 各競争出品部門誌おいては、 の賞を授与寸る事ができるつ

大金費

金繋

大森報賞(金メッtやした銀)

金銀賞(金メッキした銀)

大銀賞

観賞

銀鱗/大鋸賞

ユースクラスの賞に寵しては、大金銭鷺まで授与できる。ワンフレーム出品物に

援しては、金、金銀、銀および報賞告と綬与できる。

全ての賞(メダル)は、瀦切な証明書付で捜与される。� 

8.5 審査段間i念、業の授与の強は傑出した郵趣研究や独創性合示す出品物iこ対し、� FIP

からの祝辞を表する事ができる。研究に寵する全く新しい留が紹介されない譲り、

同一出品物に対し祝辞を� 2度与え き令い。

説務は審査員団;こより表明され、� FIP ィプロマ(賀状)により承認、� 

されるものとする。

8.6 	 グランプヲ〈第� 8.3項)の強に、議賀会運営組識は審査を員団の自由裁量により特別

賞を設ける事ができるc このような賞は、襟出した郡織的長所や珍しい材料金繋

して、最器� 85点の評舘を受けた出品物〈最抵点が� 75点であるニ工」スを除く)に

対し、審査員団の完全な自曲裁量により授与される。これらの賞は中間レベルの

実にはならないものとする。

このような特別賞は、無条件で審査践団の自由裁量により設けられるものとする。

第 2節 目Pが後援または賛助する幾賞金への出品条#

第9条	 チャンピオンシップクラスへの出品資絡� 

9.1 	 FIPチャンピオンシップクラスへの出品は、過去� 10年間で慨引の� 3年iこおいて� 

FIP世界展における得点が� 95点以上の出品物に器定される。� 

9.2 	 大殺は「壱資格の賞j と見なされる。ただし、功績に数える事ができるのは� l年

につき� i大金賞(最抵� 95点)または� 1大賞のみであるa 

9.3 	 資格付与の盟年� 1月� 1日iこ、出品物はチャンピオンシッブクラス入りす� 

9.4 	 FIPチャンピオンシップクラスにおいて競争出品資格安手ぎする出品物のジストは、� 

FIP理事会iこより作成される。有資格出品物は、資絡取得後� 10年の期間

内で出品者の選択する� 5薬事年において、� FIPチャンピオンシッブクラスに競争出

品する事ができる。



9.5 出品物が� FIPチャンピオンシップクラスへの出品資格を得た場合、その出品物を� 

FIP展覧会のその砲の競争出品部門に出品する事はで、きない。その出品物由来の材

料を別の出品物に使用してはならない。

当該出品者が全く異なる出品物の出品を望む場合、当該材料のごく一部(ただし、

…1:::記の有資格出品物における側々の郵趣アイテムの� 10%金総えてはならない。)

を、同クラスにおける出品資格瀦了後� 5年以内において当該出品物に使用する事

ができる。本特権を謹思した場合、審査員自が当該出品物を競争から徐外する結

果を諮く事となる。� 

9.6 	 FIPチャンピオンシップクラスにてグランプリ・ド・ノーを受賞、または第� 9.4項

に基づき資梼満了となった際には、出品物の展示は問� 所有者により競争除外の4

場合においてのみ許される。

第10条各競争出品部門への出品資格� 

10.1 F官接接の境界展および賛誌の箆欝援への出品については、 強条に規定す

る8 

10.2 出品物は、持込書の提出Eから甚算して過去連続� 10年以内に、� 75点または

全国レベルの般覧会で同等の賞を受賞していなければならない。� 

10.3 文献クラスの出品物に関しては過去の賞は必要とされない。望書物� 5年以内、

文献クラスのその他全ての出品物は過去� 2年以内:こ出版されていなければならな

し、ヨ

資事喜敢捧� AI土、当該襲撃会が欝寵され� 1月� 1Aであるa 

10.4 ユースクラスの出品物の出品資格に関レては、年齢別グループA (13---15才〉が

全国レベルで� 70点、年齢J}IJグ〉レ}プ日� (16"'-'18才)および� C (19--21才)が全

国レベルで� 75点である。年齢別グループ� Cにて� 5フレームの出品で問点以上を

取得した事のある苅ユースクラスの出品物は、成人クラスの出品資格を得るもの

とする。� 

10.5 加盟陪のi現内機以外の麗境会;こて出品資格安構たした場合、当諜出品者は、岳需

の恕盟連盟発特の承認証書を提出しな狩ればならない。� 

10.6 過去� 5年間に態内援を主擢していない加盟議議i土、出品物の資格説明会行う事が

できる。当該託暁審には、加盟連盟の会長または事務烏長の署名が必要警である。� 

10.7 FIP国際患においては、憲章第� 48.2項に記載の通り、非加盟国所属の出品者も出

品できる。

当該出品者は、第� 10.2、10.3、10.4および 10.5現の資格要件を、満たさなければな

らない。

ぬ8 過去に国内壌に出品された事がない、ま� 10.3---10.7項により饗絡安芸文得し

ていない出品物は� FIP麗覧会iこ出品できない。



10.9 	 第 8.4現に規定される通り、全ての加盟連盟が情]等レベルの賞を採用する事が望ま

しいの 

10.10 	 予選のコンチネンタル連盟麗は、チームリーダー全員、および全審査員の最抵 80%

が FIP公認の展覧会として定義されるものとする。当該麗警窓会lこは FIP承認も必

饗である。

第11条申し込み  

11.1 FIP鎚覧会への出品申込書段、申し込み者の居住憶のコミッショナ一合通じて提出

されなけれ誌ならない。非加盟国の居住者もまた、関係のある加盟扇のコミッシ

ョナーを論じて申込書を提出する事ができる。 

11.2 申し込みの際、出品者は出品物の所有権申 し、 FIP諸規則金受諾する 

iこ同意しなればならない。

第12条	 申し込みの諾否 

12.1 	 麗覧会運営組織は申し込みの諾吾を決定する。申し込み粧苦手に対する理由の説明 

i士一様必要とされない。ただし、 FIPチャンピオンシッブクラスの出品資格を有す

る出品物に鵠して段、全ての申し込みを受け入れなけれぜならない。 

12.2 	 騰覧会選営組織は、第 6.3および、 6.4壊により規定されるフレーム菌犠の割り当て

を厳守す 

12.3 	 麗覧会運営組織は、審査員間による判定を変更するまたは判定に影響を及ぼす事

を意図して、 FIP展覧会の開接前、関備中または開催後に訴訟を組こした事のある

出品者からの E詳し込みについては、これを嶺討しない。

第13条受け入れの擁認  

13.1 	 申し込みの諾否決定は、コミッショナー経由で出品者iこ議知されるり 

13.2 	 受諾の場合、出品者は展覧会漉営組織の定める顛根内に出品料を支払うものとす

るの 

13.3 	 最終申込書の捷出時iこ、出品者は、 FIP公用語の内 1 タイトルベ

ージ(出品物の概略者ボす)のコピーも提出しなければならない。文献クラスに

関しては、出品者は、題名および専門的詳絡の翻訳牒 (FIP公用語の内 1言語に

翻訳)を提出しなければならない。

第 14条出品者の義務  

14.1 	 各出品者i土、 GREX、GREV、SREV、各出品部門 iこ関する靖劫規剣{存在する場

合}およぴ IREXをj藤守する事を求められるの 

14.2 	 審議員鴎が授与する賞を拒否する出品者は、 5年間全ての FIP世界選または国勢



愚から排除される。

第15条出品制眼�  

15.1 	 各出品者は、� 1展覧会につき最大2件の出品を行う事ができるの家族の場合、� 1家

族につき最大� 4件まで許される。展覧会への申し込みが定員を超えている場合、

本競定により、� 1家族につき� 1または� 2点の出品物のみ受け入れ可能である。� FIP

チャンぜオンシップクラスおよび文献クラスの出品は本制限条項の対象とはなら

ない。� 

15.2 	 審査員、審査員団上級顧開、専門家集自のメンバー、� FIPコンサルタント、当該展

覧会にて研務中の見事奇い審査員、なちびにその血議および婚姻関謀者は、如荷な

る競争出品部門の出品資格も有さない。� 

15.3 	 出品者が自分の家主奈の一員に対し売却、譲渡または贈与した椙品物は新出品物と

して扱われ、改めて全ての要件{特に第� 10条および� 17.1境)を瀦たさなければ

ならないの� 

15.4 ユースクラスの出品物に関しては、成人クラスのワンブレ…ム費用相当の料金が� 

FIP国際壊において各出品につき課されるものとする。

第16条寵名�  

16.1 	 出品者i土ペンネ…ムで出品する事ができる。展覧会運営組織および審資長田幹部

会iこ対しては、出品者の真のI主体を届け出なければならt，tい。

第17条出品取し込みの基本要件� 

17.1 	 文献クラスを除き、各出品者は、� FIP展覧会への出品資格を散得する前;こ最低� 2

年龍、自分の出品物を所有していなければならない。� 

17.2 	 各出品者i士、� FIP諸規融または主催割の法令に適合しない材料の出品を慎み、材料

の展示;こ関する法的縦約については� IREXに定めるものとする。� 

17.3 	 出品者は、出品物の中で特別なアイテムおよび出品物に関連する自身の

調する事ができる。ただし、倍搭の記載は切許されない。出品物のタイトノレに

は、農覧会来場者に分かりやすい形で内容を明記するものとするc 

17.4 	 出品物の材料に関連する証明書の原本、または全国連盟に認定されたコピーを審

に提供しなければならない。当該の原本また段コピーには保護カバーを付

けるべきである。総合ガイドラインの勧告通り、コピーをナショナルコミッショ

ナーに提出する事もできる。� 

17.5 	 各出品シートは保護カバー付きで出品されなけれiまならない。当該カバーは、ここ

キスパート，グループが開ける毒事のできるものでなければならず、個々のアイテ

ムを封印された容器に絞めるべきて?はない。



第18条出品者の特典�  

18.1 出品者は無償で以下の特典在受ける権利を有する。

壊覧会の全期開中宥効な入場券� 2枚

最覧会カタログ� 1部

審議主員間報告書(パルマレス)� 1部

第19条出品者の義務不履行の襟の措置� 

19.1 	 第� 11.2項および� 14条の規定iこ違反した場合、出品者は展望窓会で失格となる可能

性がある。� 

19.2 	 出品者が、

容認できる理由もなく出品安行わない場合、� FIP理事会は� 2勝年の関、� FIP展

整会への当該出品者の出品を禁じる。

出品者が自分の申込書iこ鵠りの情報を記載した、或いは、

信分の整続出品物、またはすIPチャンピオンシッブクラスの場合には、公認出

品物以外の搾品会出品する際、� FIPコンサルタントは事実を入念に調査した上

で、� FIP理事会iこ対し措置(今後の� FIP展覧会における一時的または永久的な

失格等)を推嘆する。� 

19.3 	 審査員組の会議中に、薩接またはコミッショナーやf惑の人物を介して、出品物の

半1J定に影響そ及ぼそうとする出品者は直ちに失梼となる。また今後の町P展覧会

への出品を禁じられる可能性もある。

第� 3節 目P展覧会コンサルタント

第20条責任�  

20.1 	 FIP理事会は、各� FIP世界援または国鰐展に対してコン'サルタント� 1名を指名す

るものとする。当該コンサソレタントi土、� FIP開薬会に対して護接資符を負うもの� k

する。� 

20.2 	 コンサルタントi士、� FIP理 F事会(一一方の当事者-)と� FIP加盟連盟および、麗覧会連

営組織{他方当事者)との関の契約(第� 3.9:r貢〉に関し、交捗および締結の責任を

負う。� 

20.3 	 コンサルタントi土壌覧会準傭期間中、露関および欝整役としての役割を果たし、� 

GREXおよびその他全ての� FIP競射が遵守されている事を確実にする。� 

20.4 	 コンサルタントは特に以下の事項を確実にする費佳を負う。

適切な麗覧会場およびフレームが利用可能である。

出品物の為に必要な安全対策が採られている。



出品物および資易関捺者のi露関手続きの為の準欝が事実っている。

コミッシヲナ…逮が、責怪惑を持ち、かっ議事規樹を遊守しつつ義務会履行す

る。

現覧会での審査段団の業務;こ関する準髄が、実務および組識留において適切に

行われている。 

20.5 	 コンサルタントは展覧会運営組織に対し、第 20.4項の規定に関して代替の手配を

行うよう要求できる。 

20.6 	 必要な交漁費および密泊費、立らびに域覧会の前後売方でコンサルタントが譲る

その他の費用については、接覧会運営組離が全額負捜しなければならない。 

20.7 	 コンサルタントは、展覧会の全期間中に嬰し展覧会議営組織から招待を受けなけ

ればならない。コンサルタントの交議費およが宿泊費誌、展覧会連営組織が負担

るべきである。コンサルタント i士、展覧会開会の 2日前に到着し、閉会の 1日

後に立ち去らなければならない。 

20.8 	 コンサルタントの氏名および連絡先は、捜覧会に関連して生じる鰐題の報告を

に受けられるように、全ての広報用パンフレットおよび麗覧会カタログに掲載し

なければならない。 

20.9 	 特別文献展覧会の場合会除き、コンサルタントは審査員団には加わらないものと

する。 

20.10 	 展覧会運営組織、 FIP 譲事会および各 FIP~委員会開の遥留は全て、 FIP コンサノレ

タント経由で仔われるものとする。

第4艶 コミッショナ…

第21条指名  

21.1 ナシ 3ナノレコミッ、ン gナ…{以下、「コミッシ 3ナ…j と称する。) は、ナショ

ノレコミッショナー管理指針に従い、全ての自P世界説または国際援を支援する日

約で指名される。麗覧会運営組離は、当該展覧会の広報用パンフレットの務設公表

前に、遺持、加盟連盟に対しコミッショナーの指名を要請する。展覧会運営組織は、

コミッショナー候補を 1名推薦する事ができる。ただし、指名安行うのはさ当該の

加盟連盟であるo FIP理事会は候補に指名されたコミッシヲナーを拒否できる。コ

ンサルタントはその公表官舎に承認、ヲストを入手しなければならない。 

JJo盟連塁誌は、コンサルタントおよび展監会運営綴織の間震を得る事を条件に、追

カ日のコミッショ 1名の指名を要諦できる。ただし、麗覧会運営組織に対しては

知軒なる義務も負わない。

加盟連盟が見習いコミッショナーの指名 る場合、コンサルタントの汝認

を持なければならない。



21.2 自国のコミッショナーが、文献を除外し� 2，400シート強� (16シートフレームに対

して)を持参する場合、当該加盟連盟は追加のコミッショナーl名を要講する権利

を有するおこの追加コミッショナーは当該のナショナノレコミッショナーと関ーの

特典を受ける。� 

21.3 各加盟連盟は、自由のコミッショナーの職務を自国の為に、他国のコミッショナ

ーに委託する権利を有する。ただし、委託先の留の加盟連盟の承認、を得て、これ

との鵡整合行う事を条件とする。� 

21.4 コミッショナーな指名しない場合、当該� FIP加盟連盟はくだんの展監会に酷しコ

ミッショナーを指名しない意向であると解釈されるのコミッショナーが全く指名

されない場合、と当該加盟閣の全国連盟がコミッショナーを務めるものとする。加

盟連盟が全国連盟をコミッショナーに指名する事を拒否する場合、当該加盟留か

らの出品物については一切受け入れる事はできない。� 

第� 22条

22.1 	 FIP 世界展に関しては、加盟関出身のコミッショナーのみ(展覧会が大睦で開催さ

れる場合iこは、当該大睦連盟系列の却諜閣の全毘連盟出身コミッショナーも含め

る)が指名されるべきである。� 

22.2 	 FIP承認の閤諜壊に関して培、非加提出出身のコミッショナーを指名する事ができ

る0 

22.3 	 文献クラスの出品物を除き� 6点以上の出品物を担当するコミッショナーは、審査

員を兼務できない。

第� 23条コミッショナー名簿の公表� 

23.1 	 コミッショナー名簿i士、全ての法幸長期パンフレットおよび展覧会カタログに掲載

されるものとする。

欝� 24条展覧会運営組織との関犠� 

24.1 	 コミッショナーは、各競争出品部門の出品者を代表し、議覧会運営組織との連絡

維持に対し専ら責任を負う。� 1爵の出品者連と展覧会運営組織との関の通借(双方

向とも)は全てコミッショナー経由で行わなければならない。� 

24.2 	 非競争出品部門についてコミッショナ←は、農賢会議営組織による自国出品者の

招待については全て報告を受けていなけれ法令らない。� 

24.3 	 コミッショナーは常に、展覧会運営組織との連絡を維持するものとするc 

24.4 出品撤回の場合、コミッショナーは早急にその皆を襲撃会運営組織に通知しなれ

ければならない。



第25会コミッショナーの責務  

25.1 	 ニヨミッショナーの賓務は以下の漁りである。

自憶の欝議家に対し展賞金を宣伝する。

出品申込審の受理、記載内容の見草 し、タイトルページ(草稿)が番付されてE

いる事の確認および敷密な資協議喜件を考産した上での牒覧会運営組織に対する

当該番類の転送。コミッシぉナー辻、内容がしい事を確認、し申込害警に署名す

るものとするの 

10.1、21.3、22.1項 lこより、告分の管轄内の出品者からの申し込みのみを受

理息する。 

25.2 	 縫覧会に列席し第 28条により接撰される特典を受ける場合、コミッショナ…は更

に以下の糞務を負う。

出品物の藤恭iこ関し全責距を負い、出品物が;正しく展示されている事を確認す

る。

全てのコミッショナ…合議に出癌し、かつ要請があれば、エキスパート・グル

ープの会合に出席できる体制でいる。

必要警があれば、審査期間中、議覧会会場にて費関に応じられる捧棋でいる。

海空中 iこ発生する公式行事(出品物の展恭および撤去、鵠会式、審査等〉に出

席する。担当する出品者に対し授与される賞{特別賞等) を自分の定める時間

に議覧会運営組織から回収する。

コミッショナーは、上記の品の邑培への配主義を要求する権利在宥する。 

25.3 	 第 4欝による職務を実行しないコミッショナーは、議蕗による警告を受けるもの

とし、その残翼連盟に対しても警告審の写しが送対されるものとする。

第26条出品物の義弟、撤去、韓送  

26.1 	 展覧余運営組織は、コミッシ双ナーが蕗分の管理する出品物の腿示および樟去に

立ち金う事を許可しなければならない。展覧会運営組織はコミッシ汐ナーに必要

な援誌を与えるべきである 

26.2 	 牒覧会に出品物念持参するコミッショナ…達は、最寄りの濯欝空港または鉄道緊

に集合しなければなら記い。J.議関手続きおよび出品物受領の為、展覧会のセキュ

リティヱジアまでコミッショナーじ同行する場合においても、援助を与えなけれ

ちない。撤去後の出品物をコミッショナーが詣謹;こ持ち帰る場合、再機の援

助が与えられるべきである。 

26.3 	 コミッショナーが襲賞金または総会の終了時(どちらか謹い方)より立記以内に

開催諮を出立しない場合、議院会運営経識は、要請があれ法出品物の安全な保管

の為の設備安謹換するものとする。ただ、し、襲用は当該コミッショナーが負担す

るものとする。



第27条出品物の数� 

27.1 コミッショナーは、第� 28.1現に定められた特典に対し有資格となる為に最低限必

要な数の「出品申し込みを受諾された出品物Jを確保しなければならないe この

適格出品物数は、毎年� FIP理事会により公表され、当該暦年に行われる全て

覧会に対し適用される。� 

27.2 展覧会運営組織とコミッショナ…遣が識乱部避の為、繋り当て可書きなフレーム数

について事前に相互合意する事は出品者にとって益となる。� 

27.3 FIP環事会は各加盟翠に対する議格出品物数を法定する。最低数は� 3未識にはな

らないものとし、うち� 113以下をユ…スクラスとする事が可詮である。文献クラス

の出品物は、この適格出品物数には数えない。適用基準についてはコミッショナ

…管理指針に定める。

第28議コミッショナーの特典� 

28.1 	 牒覧会運営組織は、第� 27.1項により有資格となるコミッシ 3ナーの仕事ぶりを称

え、以下特典の擾供を約束する。

嬬覧会期間中ならびに出品物の展吊・撤去の為に合意した嬉関につき、パスま

はシャワーおよび朝食付きのホテル客議(最大� 2名用)� 1 

蝿覧会会場での実擦の滞在持需iこ対する粕応の日鳴。日当は、コミッショナー

の初会合の擦に支払われるべきである。� 

28.2 	 全てのコミッショナーは、以下の特集を舞積で受汁る資格を有する。

中有効な入場券� 2枚

タログ� 1部

{パノレマレス)1部

パノレマレス晩餐会および展覧会の全公式行事への招待状沼通、1i船主家族用� 

28.3 	 連絡が維持できるように、有資格のコミッショナーは股覧会溜営組織が用意する

ホテルに附子役するものとする。コミッショナーが他の場所に滞宿する場合、費用

の償還は一切什われない。

第29条コミッシ滋ナ…会議案� 

29.1 	 捜童会運営組織は展覧会期構中に、コミッショナー達が自� aHこ築指できる

を提換するものとする。この会議室の大きさはコミッショナー遠のま式会合を行

うに足るものと

第30条コミッショナ…の繁務不履行の際の措置� 

30.1 	 コミッショナーが約束した責務を果たす事ができない場合、当該コミッショ



は今後の展覧会においてコミッシ授ナ…等告と務める事ができなくなる恐れがある。

この決定は FIP理事会に委ねられるが、その前iこ、問題のコミッショナーおよび

同氏の所属する加盟連盟は、~抜の賞務不履行につき自分違の立場を表明する機

会を与えられる。 

30.2 	 コミッショナーが個人的 で職務を遂行する事ができない場合、自

品物を問題の麗覧会に出品できるように、当該コミッショナ…の所属する FIP加

盟連盟は適切な代務策合講じなければならない。新しいコミッシ日ナ…が指名さ

れる場合、新コミッショナ…は、第 4節に定められたコミッショナ…の機手Ijおよ

び義務の全てを有するものとする。

第5欝	 審査員冨

第31条審査員惑の構成  

31.1 FIP世界緩ま しては、審査員屈は、 FIP審査員名簿 (rFn手数界震

および特別展における の職務および器定iこ関する指針j に定められた主義定

により認定を受け 簿)の中から指名されなければならない。 1駕名簿

について 自由に使用できる。 

31.2 1展覧会に対する瀞班員の数については、 FIPコンサルタントと と 

の聞の合意が必要さである。通常 100nf以下のフレーム面積に対 1名を任

命すべきであるおただし、個々の競争出品部門の特別要件も るものとする。

31.3 特iこ性記のある場合をど除き、「審査員J~こは、上級顧問、見習し エキスパ 

ート・グノレ…ブのメンパーを合めるものとする。

31.4 麗覧会運営総識は、第 31.1項により、最大 25%の審査員を自 

員の tゃから指名する。自彊の連盟iこ十分な認定審査員がいない場合、操賀会運営

範機およが日?コンサルタント辻、どこの加盟議盟から定員を講たす為の追加の

告と補充するかについて合意する。議覧会議営組織;ままず、追却の認定

どなる加盟連盟から承認、を得なけれ誌ならない。その上で当該の

らを招待する事ができる。

ちら25認定審査員名簿の中から最大31.5 	 を指名する。当該審査

に関する出版物に FIP指名審査員として掲載されるものとするつ 

w のような指名審査員は通常、審査員団においてチームリ…ダ一等の上級メンバ

…となる。 

31.6 腿覧会理常組織は、加盟連盟が提出する認窓審議主民~樽の中から、残りの審査員

ずるものとする。各加盟連盟は操覧会選営組織の要請に応じ、異なる分野

はおし	 3名の審査員を推薦する権利 ものとする。可能であれば、

される審査員の出身国が出品物の最大多数殺占めるべきである。異なる専門



知識を存する最大� 2名の審査員(上級頼関および� FIP枠の審査員は含まない}

各加盟連盟か する事ができるc 22.3壊の規定の潤り、コミッシ

ョナーを兼務する きない。� 

31.7 議驚会選営組織は、 欝の中から� 3名の審査員団上級難関を指名

する事ができる。

第32条審査員指名の事服� 

32.1 	 FIP会長註自動的に各審査員団の名誉会長となる。会長は能の審査員らと同じ権利

および義務会有し審査員間ι加わり、持に、関連寸る� FIP諸規則が正しく遵守さ

れている等革命確実にする。� FIP できない場合、� FIP理事会の一員が名

会長を務めるものとする。� 

32.2 	 FIP理事会は、農覧会運営組議および� FIPコンサルタントと協議め上、審査員団

幹事壬命するものとする。当該の任命は、接覧会の早くて� 2年前、遅くとも� 18μ

ヶ月前までに行われるものと� 

32.3 	 審査員指名の手螺は以下の通りである。

麗覧会運営組織が第� 31.6項により、器、帯査員選薮イ長補者名簿に寵するノミネ

ションを要諾するo FIP理事会のメンバ…および各委員会会長はノミネート

されるべきではない。彼ら誌常に� FIP枠の被指名者となる。

展覧会運営組織は、上記の名簿から審査員冨構成表(仮)を存成する。� 

FIPコンサルタントは展覧会運営総織と議議の上、審査員認の有資格チームリ

ーダー数が十分である事および最抵� 10唱の審査員が最近の資格取得者で遣うる

融実にするものとするの問コンサルタントは設た、どの審査員が� FIP枠の

被指名者として選出されるべきかを表示する。� 

32.4 	 展覧会運営競織による審査員のノミネ…ション誌、遅くとも服警窓会の� 12ヶ月前に

は� FIPコンサルタントを介して� FIP理事会に擾揺されるべきである。承認、酒みの

簿については合意が成され、遅くとも綴覧会の� 6ヶ足前(ただし、� FIP

よる承認、後とする)には招待状を発送するものとする勾招待状の写し� 1

部を額係する� FIP加盟連盟に送付しなければならない。� 

32.5 	 FIP展覧会の審査員の指名は全て� FIP理事会により追認されなければならない。

第33条見習い審査員の指名� 

33.1 	 FIP理事会辻、� FIPコンサルタントおよび展覧会運営組織と議議の上、加盟議援か

ら送付されるイ淡補者名需の中から見鷲い審査員を選出する。脊審査部門につき� 1

名の見習い審査設を悲嘉する事ができ



第34粂饗査員聞の職務体制� 

34.1 	 審査員団およびエキスパート書グループの職務iこ便宜を図る為に、損壊ま合運営組

織i士、重要請にJt;じて通常の開場時間外の展覧会会場への出入りを可能にする。� 

34.2 	 主義繁金護誉組織辻、審査員留の職務議代の為に以下の事現を自由に般男させるも

のとする。

一般の来場者が出入りでき� tt.い報室長� 1

草野護主員団事務局用に、� j二詑の部撲に隣接した� 1室

コンピュータやコピ…機帯、必要警な事務用品。コンピュ…タには、� FIP展覧会

コンピュータソフトウェア会糠動させる機能を搭載すべきである。� 

34.3 	 エ々スパート・グ、ノレーフ。の職務に便宜を図る為に、個室� 1議および備品を提供す

るものとする。提供される最総般の備品については贋作対策教員会会長が決定を

し、コンサルタントが譲覧金灘常総繰iこ芳し勧告するものとするG

第� 35条審査員の特典� 

35.1 	 蟻覧会連堂経議は各審査員に対し、以下の特典を繋慢で擾供するものとする。

展覧会の全期間中有効な入場券� 2枚。内� 1伎は家族用。

審査証員としての職務開始前に、展覧会カタログ� 2部(最小娘)を配布c

審査員団報告書(パルマレス)2部

パルマレス晩餐会および風警窓会の全公式行事への招待状2通。内� l通は家族用

第� 36粂経費の欝還� 

36.1 	 審査員は、自分の住麗と との爵の往護の交通費全額払い麗しを受ける

権利を有する。審査績は、 〈一等)また誌飛行機(最安料金〉のどちらの交

通手段を採るか、自分で決定するものとする。見習し はこのような償還を� 

ける権利を有しない。

36.2 	 展覧会運営組織は各轡殺闘に対し、展覧会の開会前日から閉会までの問、パスま

たiはまシヤワ一および

るο 文献の審査員については、早期弼着を必要とする場合別段の提換が行われる

ものとする0 

36.3 	 諜覧会運営総織は、 出滞日数iこ対して格志懇の日当を支払うものとする。

当該担当の支払いは、審査員留の拐田正式会合の際に行われるべきである。

い審査員はこのような欝還を受ける権利を省しない。� 

36.4 審査員は展覧会運営組織が用意するホテノレに滞症するものとする。弛の場所への� 

1帯荘を望む場合、き自殺礎資員は宿泊費用の償還を受ける;権利を失う。� 

36.5 	 審査員聞は開催中、ワ…キングランチを提供されるものとする。



第 37条審査員間の討議内容に関する機密保持 

37.1 審査員団の会合は非公開で行われるものとする。審査員自の決定は最絡的なもの

である。第 46.3項に記載された理由による絡下げに対する抗議は許されるものと

する。ただし、当該の技議については、 FIP理事会により承認された蕃式で行弘 

37.2 審査員閣の職務は機密であり、審査員全員が、審査中およびその後もこの機積を

守る事を饗求される。審査結巣は、展覧会運営組織による公表時まで機密に保た

れるべきである。 

37.3 第 37.2項に違反する場合、 FIP理事会は直ちに違武者を停職とする、および/また

は、{詩人の今後の FIP援覧会での審査員団への参加禁止を決定する事ができる。

第38条審査員団会長および審査員団幹部会メンパ}め濃出 

38.1 	 審査員盟会長の指名は、 FIPコンサルタントと協議の上、嵐覧会運営組織により軒

われるものとする。審査員団会長は展覧会の総合運営において要職に説いてはな

らない。ただし、審査員閉会長は認窓審査員であり、かっ相応の審査員経験を有

していなければならないの 

38.2 	 織務開始時に審査員らは、審査員閉会長、開会長(最大 3名) および審査員団幹

事のノミネーションを通認する。これらの選出メンバーが、 FIP会長求たは会長代

理と共に審査員団幹部会を形成する。

第 39条審査チーム  

39.1 	 審査員間幹事法、 FIPコンサルタントと協議の上、審査作業を最少 3名の審査員

で構成する複数のチーム(各審査員の専門知識を反映し選定される)に書記り当て

るものとする。 FIPコンサルタントは、 FIP理事会と協議の上チームリーダーを指

名し、また各チームの審査対委長となる出品物の数を決定する。本項は各チ}ム iこ

対する見普い審査員の配分にも壊現される。

第 40条出品物の審査  

40.1 	 出品者死亡の場合、代理人が出品を取り摘さ t~い眠り当該出品者の出品物は審査

を受ける。 

40.2 	 審査員団は、妥当と湘j路号する場合、出品物をJ.lIJの部門に移動させる権限を有する。

ただし、担当コミッショナーの確認を得た出品者が、自分の指定する部開での出

品物の審査を申込書において要請している場ー合は、この限りではない。 

40.3 	 オープンクラスの出品物の審査に関する手配は展覧会連営組織の糞荘である。該

当規定については IREXに定めるものとする z 



第� 41粂� 

41.1 	 ~審査員団 i士、出品物が過去の展覧会において受けたのと同等の判定を下す義務を

負わない3 

41.2 審査員団は、審査の為に� 1人の出品者が出品する各議の出品物を総合的に評揺す

る事を許されない。

風覧会運営総織が受け入れる各出品物は、橿々に瀞王まされなiすればならない。本

規定は文献クラスの出品物には適用されない。

第42条賞(メダル}の半iJ定� 

42.1 	 各審査チームは、� 89点以下の賞(メダル)の判定に慢して最終決定を下す。ただ

し、審査員屈の龍のメンバ…が異議申し立てし金い事を条件とする。� 

42.2 	 全ての金賞〈メダル)に関する審査チームの接挙ならびに第� 42.1項による

し立ては審議にかける為、審査胤回全員に鑑議されるものとする。� 

42.3 	 全審査員聞の決議は単純多数決により行われる。得票数が問点の場合、審査員団

会長の票により決定される。� 

42.4 	 見習い審査員およびエキスパート・グル…ブのメンバーは投棄権者?有しないQ

第� 43条グランプp・~・ノ…の判定 

43.1 	 審査員自幹部余は、� FIPチャンヒGオンシップクラスのグランプヲ・ド・ノ…の審査

に関し、候補と見なす事のできる出品物を瀧定するものとする。全ての審査員i士、

追加候補を推挙する権利を干守する。� 

43.2 	 FIPチャンピオンシップクラスのグランプ3・ド・ノーの判定は、

秘密投票により行われるものとする。 持票数が問点の場合、審査員盟会長の票に

より決定される。� 

43.3 	 グランプヲ・ド・ノーおよびその他の大賞侯構作品は、審査終了後直ちに発表さ

れるものとする。

第� 44条大賞の判窓� 

44.1 	 越の競争出品部門の大賓の判定に関して辻、各審議室チームは最低� 96点を受けた出

品物を推挙するものとする。� 

44.2 	 大賞の判定辻、審査員回全員の秘密投票により行われるちのとする。得票数が

点の場合、 の票により決定され

第� 45条麗覧会に寵する各禰証明書� 

45.1 	 展覧会民関する各穣証境書� I士、審査員盟会長および駿覧会運営組織代表が饗名

するものとするの



第46条エキスパート・グループの職務� 

46.1 	 FIPコンサルタントの承認を受けたエキスパート・パネルは、摸遺品、農作、その

地違反行為iこ関して、出品物の最砥� 1%およびチャンピオンシップクラスの全出品

物を検査するものとする。開パネルはまた、イ患の出品物についても、模造または

慶浩材料を含有している可能性があるとの報告を審査チームから受けた場合には

検査を行うものとする。間パネルは、審査員団幹部会に対し報告審そ提出するも

のとする。� 

46.2 	 エキスパート・グループの要請に際し、最事窓会連営組織は、エキスパートによる

精密な調査を受けられるように出品物またはその一部をフレームから外さなけれ

ばならない。当該出品物会強当するコミッショナーは、捜覧会に出癌している場

合はフレーム開封時の立ち会いに招待されるものと寸る。� 

46.3 	 出品物が模造、農造、修理または誤認されているアイテム{そのように明記され

ていなしサを含有していると判断された場合、当該出品物は、幹部会の決定およ

び審護員団の承認により格下げされるものとする。出品物が多くの模造、重要遣ま

たは修理されているアイテム{そのよう� iこ明記されていなしサを含脊している場

合、当該出品物は競争から除外される恐れがある。出品物が絡下げされた場合は

必ず、出品者、ナショナノレコミッショナーおよが全罰連盟に対し、麗作対策委員

会会長が正式にその皆を通知するものとする。� 

46.4 材料検査の為に自分のフレームを開けられた出品者および材料の再展示前に証明

書の提供を求められたと封品者は、開嫌に報告そ受けるものとする。

第6節 嵐覧会議鴬組織

第47条展望E会運営組織の一般的責径� 

47.1 	 FIP展覧会の展覧会運営組織は、� FIP憲章、� GREXおよびその他全ての規則を厳

守する事を義務付けられる。

第� 48条展覧会運営組織からの報告� 

48.1 	 全ての� FIP展賀会の嵐覧会運営総織は、� FIP理事会、� FIPコンサルタント、� FIP

委員会、コミッショナ一、審査員および出品者に対し、臆覧会に関する全ての重

要事項に関し、迅速かっ包括的な報告を行う事を義務付けられる。

第� 49条広報用パンブレットおよびカタログの内容� 

49.1 	 各� FIP麗覧会の第� 1弾広報局パンフレット(ブノレテンNO. 1)には以下の事項

を掲載しなければならない。



GREX 

IREX 

{主所・連絡先(電話およびブアツクス番号、 eメールアドレス等)会搭載した

コミッショナー名簿� 

FIPコンサノレタントの名前および住所� 連絡先(電話およびファックス番号、� ee

メーノレアドレス等)

各展ポフレームの出品料詳細

第� 6.3およが� 6.4喋ならがにユ…ス、文献およびオ…プンクラスに関する規則

により割り当てられるプレームの一定数

譲治フレームのサイズに関する詳結

勝覧会の保険条件� 

49.2 以下の事壌については、第� 2弾(ブルテンNO. 2)以障の広報資料において指

しなければならない。

コミッシ双ナーの氏名および住所・連絡先(檎話およびファックス番号、� eメ

…ルアドレス等)� 

FIPコンサノレタントの記名および住所・逮絡先(電話およびファックス番号、� e

メールアドレス等)

展繋会に関し該当する議鶴および通貨規信号

出入国規制� 

IREXの諺五条項

第50条警備および第三者保腕� 

50.1 展覧会運営組織が、警鑓記関する全面的欝授を負う。� 

50.2 麗覧会運営総議段、適当な第三者保険ι加入するものとする。� 

50.3 全招待作品の保l換および犠送費用については、展覧余運営組織が負相する。

第� 51条出品物の韓送� 

51.1 出品者は、出品物の主催国までの送料を負担するが、主催国内の料金については

展覧会運営組織が負担すべきである。牒覧会護営組織は、自らの費照負担で、か

品物接出時iこ出品者またはコミッショナーが採ったのと問機の輸送方法(出

品物の粛重品紫物輸議等)で全ての出品物を返却するものとする。ただし、代替

の方法について、 iこ要鵠がありそれiこついて合意に達している場合はこの按� 

りではない� 

51.2 出品物が保境付き郵慢iニて返却される場合、議賞金運営経織は、郵政当馬iこより

される最高捧費額に対してのみ鎖積責任を負う� 

51.3 ハンドキヤジ…で、持ち込まれた出品物をコミッシ滋ナ…がハンg ドキャリーで持ち



帰る場合の題i最手荷物手当 i士、持ち込まれた出品物の重量;こ、カタログ、賞およ

びメダル用 iこ最低 10%の重量を加えた議最iこより決定されるものとする。 

51.4 出品者i士、自分の手元からの持活から溜却に至るまで、自分の出品物に保険をか

ける泰宏求められる。加盟連盟は、この保険加入が実施されている事を確実にし

なければならない。

第 52条後議、事費諮および承認に対する魚標金 

52.1 	 後援または賛助に対する業担金i立、 FIP総会{憲章第 47.4項〉により定められ、 

FIP璃事会との契約 (GREX第 20.2項)において合意されるの FIP総会 

により定められる。 

52.2 	 後援または賛助に対する負担金l士、上記契約の規定通りに文払われる。承認科に

ついては合意審に定められた油りとする。 

52.3 	 何らかの理由により展賢会が関離さわしない場合、当相および如仰なる段潜におい

て支払われた負担金も没収される。

第53条	 FIPソフトウェア 

53.1 	 世界鰻および国際展運営照の FIP独自のソフトウェア。この yブトウェアについ

は、後鑑、賢助または承認、を秘められた展覧会の展賞金滞常組織が無償で使用

できるものと Tる。 

53.2 	 摘ソフトウェアの使用については、麗覧会運営組織と FIPどの契約に定められる

特定の条件に提う c r司YフトウニEアは鉄然として F1Pの者有物であり、 F1Pが許

しない接り、ダウンロード設たはコピーする事はでき設いα

第54条抗P理事会への報告 

54.1 	 展覧会終了時に、展覧会灘営組織は無積で、全ての牒覧会関連の出版物

パンフレット、展覧会カタログ、審査員団報告審(パルマレス)等)を各 2

つ、 FIP事務局に搬出するものとするG 

54.2 	 企てのブノレティン、カタログ、パノレマレス、その他のプロモーション用資料は、

公表持に F1P理事会メンパーおよび各委員会会長に送付されるものとするむ

第55議理事会の会合  

55‘1 	 F1P総会が開催され令い FIP tま界展または謹際擦の鰻覧会運営組識辻、1"IP

会の会議開催を要識される可能性がある。この機合、臆賢会運営組織は漉5誌な会

議室を提供するものとする。また、まだ資格を与えられていない理事会のメンバ

ーならびに1"1P事務局長の交通および宿泊費 (GREX第 35および 36条により

供される特典と関等頼)を負担する。ただし、指拍手当および臼当が、



に対しては� 57S、理事会メンバーに対しては� 3拍に限定されるものとする場合を

除く。

第?鯖� FIP総会の準備および開催に関する規定

第� 56条総会�  

56.1 	 FIP事務局長i士、� 2年毎に隣擢される� FIP総会の準繍に関し顧問を務めるものと

する。関:事務局長は、総会が� FIP展覧会ど合間で、開犠されている場合、職務の一

部を� FIPコンサノレタントに委任する事ができる。� 

56.2 	 FIP総会の主催者は、総会の実務および組蟻耐での準備事項ならびに陣{援に対し寅

授を負う。主権者は以下均等項を義務付けられる。

総会、FIP理事会の会合およ5各� FIP郵趣委員会の会合に相応しい場所の提供む

ドイツ語、フランス諦およびスペイン諾の同時過訳の手配ならび立総会

本会議の鎌画。

マルチリンガル〈多言言語対応〉秘書および必要な事務荊品を嬬えた総会事務烏

の設立。� 

56.3 	 FIP総会の主鑑者は、以下の者の交通および祷泊費� (GREX第� 35および� 36条に

より提供される特典と問等額〉を負担する。� 

FIP 

事務崩長


各委員会およびセクションの会長


{憲章第 39条により指名された)各顧問
 

56.4 総会が終了したら直ちに、主催者i士、� FIP理事会の承認を得た談、第� 56.2項に主主

められた言言語にて総会議事鎌を出版するものとする。出綾部数については、� FIP

事務毘長の含意安得る。議事主義i士、全ての加盟連盟、� FIP理事会、各委員会および、

セクションの会長、� FIP事務局ならびに憲章第� 19.2および� 19.3項に鏡定される捕

特メンバ-郵送される。

第8鯖 最耕条項

第� 57条言語�  

57I 融訳により本文に矛躍が生じる場合、英語肢を優先するものとする。喝� 

第58条例外条項�  

58.1 	 GREXに定めのない事項については、� FIP により決議し、該当寸る場合に

は次期総会にて批議するつ



58.2 GREXの規定に対する例外条項は、� FIP理事会によってのみ成立させる事ができ

第59条� f盤覧会に寵する懇話議員IJJの承襲撃� 

59.1 上波の守IP農覧会に寵する総揺議員IjJ辻、第� 66 @JFIP総会� (2000年� 10月� 14

日マドジッドにて莞催)において承認され、第� 70 @JFIP畿会� (2008年� 6月� 28

日ブカレストにて開擢)において務五されたG 同規員Ij(管工ξ肢も含める〉は総会

終了後直ちに発効する。� 

2008年� 6Aチュ…リッヒにて。


